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雪
が
ち
ら
つ
く
中
の
開
校
式
が
定
番
だ

っ
た
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
今
回

か
ら
様
変
わ
り
し
た
。
開
催
時
期
を
冬
ま

っ
た
だ
中
の
１
月
か
ら
初
秋
の
10
月
に
変
更

し
た
た
め
で
あ
る
。

　

金
属
労
協
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
が
主
催
す
る
次
代

の
ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
場
で
あ
る

伝
統
の
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
、

2
0
1
3
年
10
月
7
日
か
ら
19
日
ま
で
の

12
日
間
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で

開
校
し
た
。
コ
ー
ス
に
は
、
北
は
栃
木
か

ら
南
は
広
島
ま
で
39
名
の
受
講
生
が
参
加
。

今
回
か
ら
平
田
校
長
の
後
任
と
し
て
新
た

に
第
３
代
校
長
に
就
任
さ
れ
た
香
川
孝
三

校
長
（
大
阪
女
学
院
大
学
教
授
）
を
は
じ
め

と
す
る
他
４
名
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
講
師
指

導
の
も
と
、
２
週
間
に
わ
た
る
コ
ー
ス
を
受

講
し
た
。

第
45
回
コ
ー
ス
の
特
徴

　

第
45
回
コ
ー
ス
の
特
徴
を
３
点
に
絞
る

と
、
そ
の
１
点
目
は
、
先
に
記
し
た
よ
う

に
開
催
時
期
の
変
更
で
あ
る
。
第
１
回
コ

ー
ス
は
1
9
6
9
年
12
月
に
開
催
、
以
降

第
２
回
か
ら
前
回
第
44
回
ま
で
毎
年
冬
１

月
に
開
催
し
て
き
た
が
、
今
回
か
ら
10
月

に
変
更
し
て
の
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

修
了
生
か
ら
は
、「
厳
寒
の
雪
降
る
１
月
の

方
が
辛
か
っ
た
分
、
思
い
出
に
も
残
る
」

と
の
声
も
あ
っ
た
が
、
様
々
な
観
点
か
ら
、

よ
り
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
変
更
と
な

っ
た
。

　

２
点
目
は
、
女
性
参
画
の
推
進
で
あ
る
。

金
属
労
協
の
取
り
組
み
で
も
、
女
性
参
画

を
進
め
て
い
る
が
、
45
年
間
の
労
働
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
歴
史
で
初
め
て
、

女
性
が
受
講
生
の
ま
と
め
役
で
あ
る
級
長

に
選
ば
れ
た
。
全
ト
ヨ
タ
労
連
の
原
村
恵

子
級
長
を
中
心
に
、
毎
日
昼
の
休
憩
時
間

に
行
う
実
行
委
員
会
で
は
、
実
行
委
員
全

員
で
級
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
受
講
生
の
健

康
状
態
の
管
理
や
、
コ
ー
ス
の
運
営
企
画

を
検
討
す
る
な
ど
、
運
営
全
般
を
担
っ
た
。

　

３
点
目
は
、
今
回
初
め
て
設
置
し
た
自

主
ゼ
ミ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
44
回
コ
ー
ス

か
ら
開
催
期
間
が
２
週
間
半
か
ら
２
週
間

に
短
く
な
っ
た
こ
と
で
論
議
す
る
時
間
が

不
足
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ゼ
ミ
生
だ

け
で
活
発
な
議
論
を
す
る
時
間
を
設
け
た
。

２
週
間
で
結
論
を
出
す
の
は
至
難
の
業
で

あ
る
が
、
少
し
で
も
議
論
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
講
義
や
ゼ
ミ
の
合
間
に
、
京

都
の
文
化
や
自
然
に
触
れ
る
機
会
と
し

て
、
茶
室
体
験
や
座
禅
、
鞍
馬
山
散
策
を

行
っ
た
。
鞍
馬
山
散
策
で
は
、
鞍
馬
寺
で

鞍
馬
山
の
自
然
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た

後
、
山
を
越
え
、
貴
船
神
社
ま
で
足
を
延

ば
し
た
。
貴
船
神
社
で
は
、「
水
占
み
く
じ
」

と
い
う
境
内
に
あ
る
ご
神
水
に
浸
す
と
文

字
が
あ
ら
わ
れ
る
「
お
み
く
じ
」
を
引
く

受
講
生
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
１
週
目
の
週

末
に
は
希
望
者
の
み
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
裏
手
に
あ
る
比
叡
山
に
登
山
に
出

か
け
た
。
１
月
の
雪
の
登
山
と
は
趣
も
異

な
り
、
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
く
中
、
若

干
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
約
３
時
間
か

け
て
山
頂
か
ら
延
暦
寺
根
本
中
堂
ま
で
歩

き
通
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ス
期
間
中
、
セ

第
45
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
報
告

1

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
内
の
能
舞
台
で
行
わ
れ
た

薪
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
も
得
た
。
こ
の
よ

う
に
、
座
学
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
体

験
か
ら
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
こ
の
コ
ー
ス

の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

開
校
式

　

10
月
と
は
い
え
最
高
気
温
30
度
と
い
う

暑
さ
の
中
、
10
月
7
日
午
前
10
時
か
ら
開 開校式で受講生を激励する香川校長

金
属
労
協 

組
織
総
務
局

開
催
時
期
を
冬
1
月
か
ら
秋
10
月
に
変
更
し
て
初
め
て
の
開
催

秋
の
京
都
で
研
鑽
に
励
み
、
受
講
生
39
名
が
全
員
無
事
修
了
。
修
了
生
は
通
算
1
5
4
3
名
に
。
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校
式
を
行
っ
た
。
篠
笛
の
雅
び
な
奏
楽
の

後
、
式
辞
に
立
っ
た
香
川
校
長
は
、「
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
や
講
義
を
通
し
て
職
場
や
組
合
の

課
題
の
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
が
、
わ
ず

か
２
週
間
の
コ
ー
ス
の
中
で
正
解
は
簡
単

に
は
出
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

そ
う
い
う
勉
強
、
分
析
の
き
っ
か
け
を
持

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
は
成
功
だ
と
思
う
。
同
じ
金
属

の
仲
間
達
と
の
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
、
絆

を
作
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
２
週
間
、
何

ら
か
の
成
果
を
つ
か
み
取
る
よ
う
健
闘
を

期
待
し
た
い
」
と
激
励
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
西

原
議
長
は
、「
金
属
労
協
は
、
結
成
当
初

か
ら
組
合
役
員
の
教
育
を
重
視
し
、
こ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
継
続
実
施
し

て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
加
速
す
る

中
で
、
あ
る
面
、
変
化
が
常
態
化
す
る
年

で
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
労
働
組
合
は
、

新
し
い
発
想
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
切
り
拓
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
場
と

し
て
こ
の
コ
ー
ス
を
大
い
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

講
義
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

受
講
生
は
12
日
間
に
わ
た
り
、
４
つ
の

柱
に
も
と
づ
く
講
義
を
受
講
し
た
。
第
１

の
柱
＝
自
分
の
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
（
縦
）

で
は
、「
戦
後
労
働
運
動
と
労
使
関
係
の
変

遷
」「
国
際
労
働
運
動
論
」。
第
２
の
柱
＝

自
分
の
立
っ
て
い
る
場
に
つ
い
て
学
ぶ

（
点
）で
は
、「
労
働
法
」「
労
使
関
係
論
」「
労

働
経
済
論
」「
組
合
戦
略
づ
く
り
」「
統
計
学
」

「
男
女
共
同
参
画
と
多
用
な
働
き
方
」「
労

働
組
合
の
た
め
の
財
務
分
析
入
門
」。
第
３

の
柱
＝
自
分
の
住
む
世
界
の
拡
が
り
に
つ

い
て
学
ぶ（
横
）で
は
、「
国
際
経
済
論
」「
組

織
は
人
・
人
は
組
織
」。
第
４
の
柱
＝
自
分

の
生
き
る
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
（
深
）
で

は
、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」「
職
場

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
の
13
に
及
ぶ
体
系

的
な
講
義
を
受
け
た
。
そ
の
他
、
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
開
校
講
演
「
こ
れ
か

ら
の
労
働
運
動
と
リ
ー
ダ
ー
像
」（
西
原
議

長
）、
金
属
労
協
講
演
「
金
属
労
協
の
運
動

課
題
」（
若
松
事
務
局
長
）、
特
別
講
演
「
経

営
と
人
間
」（
青
木
征
彦
日
産
自
動
車
監
査

役
）
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
受
講
生
は
５
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

分
か
れ
、担
当
教
授
の
指
導
の
も
と
、産
別・

単
組
の
枠
を
超
え
て
金
属
も
の
づ
く
り
と

い
う
共
通
の
土
俵
で
、
職
場
や
組
合
に
お

け
る
課
題
に
つ
い
て
経
験
交
流
と
解
決
策

に
つ
い
て
論
議
し
た
。
最
後
に
は
、
半
日

を
使
っ
て
全
体
で
ゼ
ミ
別
の
発
表
を
行
い

ゼ
ミ
の
成
果
を
全
員
で
分
か
ち
合
っ
た
。

閉
校
式

　

閉
校
式
で
は
、
香
川
校
長
の
式
辞
の
あ

と
、
受
講
生
39
名
全
員
に
香
川
校
長
か

ら
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
若

松
金
属
労
協
事
務
局
長
と
地
元
ブ
ロ
ッ

ク
を
代
表
し
て
山
﨑
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、

そ
し
て
ゼ
ミ
を
担
当
さ
れ
た
香
川
校
長
、

石
田
光
男
副
校
長
・
中
田
喜
文
・
冨
田
安
信
・

上
田
眞
士
各
運
営
委
員
（
同
志
社
大
教
授
）

が
そ
れ
ぞ
れ
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

最
後
に
受
講
生
を
代
表
し
て
級
長
を
務
め

た
原
村
恵
子
さ
ん
（
全
ト
ヨ
タ
労
連
）
が
、

コ
ー
ス
で
学
ん
だ
成
果
を
こ
れ
か
ら
の
活

動
で
活
か
す
と
共
に
、
39
名
の
友
情
の
絆

を
更
に
深
く
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
答

辞
を
述
べ
閉
校
し
た
。
第
45
回
ま
で
の
修

了
生
は
計
1
5
4
3
名
と
な
っ
た
。
な
お
、

次
回
第
46
回
は
明
年
10
月
に
京
都
・
関
西

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
校
予
定
。

ファンタジー・グループ

鞍馬山散策

閉校式で答辞を述べる原村級長


